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１
‐

新
総
合
計
画
の
目
標
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
幸
せ
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
健
康
で
安
全
な
暮
し
を
ま
も
る
ま
ち
づ
く
り

○
未
来
を
め
ざ
す
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

○
豊
か
な
人
づ
く
り
と
愛
情
あ
る
ま
ち
づ
く
り

計
画
は
次
の
よ

う
な
特
色
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　
①
禾
来
的
視
野
に
立
っ
た
計
画
…

計
画
は
昭
和
六
十
年
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
が
、
更
に
、
二
十
一
世
紀
を

み
っ
め
、
将
来
の
岡
崎
の
姿
を
考
え

た
計
画
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
②
量
的
な
豊
か
さ
か
ら
、
質
的
な

豊
か
さ
を
求
め
る
政
策
転
換
の
手
が

か
り
と
し
て
の
計
画
…
高
度
経
済
成

長
期
に
お
け
る
量
的
な
豊
か
さ
を
求

め
る
日
本
経
済
の
方
向
が
、
石
油
シ

ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
大
き
く
崩
れ
、

地
方
自
治
も
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め

る
政
策
の
切
換
え
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
計
画
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
急

激
な
変
化
を
ふ
ま
え
、
安
定
成
長
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
社
会
情
勢

を
す
な
お
に
う
け
と
め
、
新
し
い
行

政
の
手
が
か
り
と
し
て
の
意
義
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　
③
昭
和
六
十
年
の
推
計
人
口
を
二

十
八
万
五
千
人
と
し
、
こ
の
数
値
を

基
礎
と
し
た
計
画
・
：
人
目
推
計
は
、

計
画
の
総
括
的
指
標
と
し
て
重
視
し
、

中
間
年
次
（
昭
和
五
十
五
年
）
二
十

六
万
一
千
人
、
目
標
年
次
（
昭
和
六

十
年
）
二
十
八
万
五
千
人
と
予
測
し
、

こ
の
数
値
を
基
に
計
画
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
策
定
し

た
旧
計
画
の
目
標
年
次
（
昭
和
五
十

四
年
）
の
三
十
万
二
千
人
を
大
き
く

縮
少
し
て
い
ま
す
。

　
④
財
政
計
画
を
重
視
し
、
実
効
性

の
確
保
を
第
一
に
考
え
た
計
画
・
：
財

政
的
要
素
を
重
視
し
、
財
政
計
画
の

　
　
　
●

兄
と
お
し
を
立
て
、
拡
大
型
、
開
発

型
の
計
画
を
反
省
し
つ
つ
、
実
効
型
、

堅
実
型
の
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
⑤
市
民
参
加
の
計
画
…
行
政
は
市

民
と
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
行
政
指
導
型
の
計
画
を

兄
直
し
、
市
民
意
識
の
吸
収
に
つ
と

め
、
少
し
で
も
多
く
計
画
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
す
る
基
本
的
な
態
度
は
、

計
画
策
定
の
段
階
の
み
な
ら
ず
、
今

後
の
計
幽
の
具
現
化
に
お
い
て
も
議

会
、
市
民
と
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
⑥
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
願
っ

た
計
画
・
：
各
種
施
設
の
均
衡
あ
る
配

置
に
よ
り
、
地
域
格
差
の
な
い
生
活

基
盤
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
地
域
に
根

ざ
し
た
特
性
を
生
か
し
、
地
域
活
動

が
活
発
に
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

特
に
地
域
計
画
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
昭
和
六
十
年
を
め
ざ
す
岡
崎
市
新
総
合
計
画
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
。
緑
と
太
陽
と
清
流
の
福
祉
文
化
都
市
”
の
建
設
を
都
市
目
標
に
、

市
民
参
加
の
計
画
づ
く
り
を
基
調
に
、
岡
崎
市
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
を

得
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
基
本
計
画
の
概
要
を
示
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
計
画
推
進
に
つ
い
て
格
別
の
お
力
添
え

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
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主
要
計
画
の
内
容

　
西
三
河
都
市
圏
、
岡
崎
額
田
地
区
広
域
市
町
村
圏
の
中
核
的
位
置
に
あ
り
、

歴
史
的
風
土
に
恵
ま
れ
、
秩
序
と
風
格
を
そ
な
え
た
緑
豊
か
な
都
市
と
す
る

た
め
、
次
の
十
項
目
を
掲
げ
、
こ
の
推
逃
に
全
力
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。

幸
せ
な
社
会
福
祉
の
充
実

　
市
民
が
、
等
し
く
明
る
く
豊
か
な

生
活
を
享
受
で
き
る
よ
う
福
祉
都
市

の
実
現
の
た
め
の
児
童
福
祉
、
老
人

福
祉
、
母
子
福
祉
及
び
身
体
障
害
者
、

精
神
薄
弱
者
な
ど
に
対
す
る
積
極
的

な
福
祉
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

勤
労
者
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
ほ
か
、

調
和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
－
・

　
活
発
な
産
業
活
動
は
、
市
の
発
展

の
み
な
ら
ず
、
市
民
生
活
水
準
の
向

上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

各
種
産
業
の
近
代
化
推
進
の
た
め
の

諸
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
合

理
的
な
土
地
利
用
を
前
提
に
産
業
別

の
地
域
配
置
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
余
暇
の
増
大
に
対
す
る
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備

な
ど
市
民
の
憩
の
場
の
整
備
も
進
め

ま
す
。

　
〔
Ｙ
ぐ
ひ
ヴ
レ
○

○
商
業
の
近
代
化
と
発
展
策
の
促
進

○
各
種
企
業
団
地
共
同
化
な
ど
中
小

企
業
の
振
興
○
優
良
企
業
の
誘
致
Ｏ

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
及
び
農
林
業

の
振
興
○
観
光
農
園
の
振
興
○
国
民

宿
舎
桑
谷
山
荘
増
築
及
び
そ
の
周
辺

整
㈲
〇
史
跡
と
文
化
財
を
生
か
し
た

観
光
事
業
の
推
進
な
ど

公
的
扶
助
、
国
保
、

実
を
は
か
り
ま
す
。

●

年
金
制
度
の
充

　
○
し
ま
し
ひ
ト
○

○
児
童
遊
園
・
こ
ど
も
広
場
・
保
育

所
の
新
増
設
○
母
子
寮
の
増
設
Ｏ
身

体
障
害
者
雇
用
促
進
融
資
制
度
の
検

討
○
心
身
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置

○
医
療
無
料
化
助
成
制
度
の
拡
大
Ｏ

老
人
生
き
が
い
対
策
の
促
進
Ｏ
老
人

い
こ
い
の
家
の
設
置
促
進
○
福
祉
会

館
の
建
設
Ｏ
勤
労
者
福
祉
対
策
の
充

実
○
消
費
者
教
育
等
の
充
実
な
ど

　
●良

好
な
生
活
環
境
の
整
備
―
・

生
活
環
境
施
設
の
整
備
は
、
市
民
　
　
○
｛
入
ｙ
Ｏ
ト
○

生
活
を
豊
か
で
楽
し
く
快
適
に
す
る

た
め
の
基
礎
で
す
。
こ
の
た
め
公
害

に
対
す
る
規
制
強
化
、
公
園
整
備
、

緑
地
保
全
、
緑
化
振
興
に
努
め
、
ご

み
・
し
尿
処
理
な
ど
の
施
設
の
整
術

充
実
と
効
率
利
用
を
進
め
る
と
と
も

に
、
上
下
水
道
に
つ
い
て
も
早
期
拡

充
を
は
か
り
、
安
全
で
健
全
な
市
民

生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

○
公
害
調
査
セ
ン
タ
ー
の
機
能
ア
ッ

プ
○
市
民
一
人
あ
た
り
十
一
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
公
園
面
積
の
確
保
Ｏ

特
色
あ
る
基
幹
公
園
及
び
河
川
公
園

の
整
備
Ｏ
村
積
山
一
帯
を
自
然
的
公

園
と
し
て
整
術
Ｏ
緑
化
計
画
の
推
進

Ｏ
上
水
道
の
拡
張
○
公
共
下
水
道
・

都
市
下
水
路
の
整
備
○
清
掃
施
設
の

整
備
な
ど

健
康
と
安
全
対
策
の
推
進

　
従
来
か
ら
市
民
の
健
康
管
理
の
施

策
を
債
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
医
療
施
設
の
充
実
、
環
境
衛

生
対
策
の
強
化
は
も
と
よ
り
、
市
民

ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
健
康
な
市
民
の

体
力
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
て
暮

せ
る
ま
ち
を
保
障
す
る
た
め
交
通
安

全
対
策
、
消
防
防
災
対
策
の
推
進
に

全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

近
代
化
へ
の
都
市
基
盤
の
整
備
－
一

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
適
切
有

効
な
土
地
利
川
を
基
礎
と
し
た
合
理

的
な
都
市
基
盤
の
整
備
の
た
め
、
市

街
地
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、

快
適
な
市
民
生
活
の
場
と
し
て
の
公

共
施
設
の
充
実
、
交
通
体
系
の
整
備

促
進
の
ほ
か
、
将
来
の
人
口
増
に
対

す
る
住
宅
地
の
確
保
や
、
均
衡
の
と

れ
た
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
の
た
め

の
市
街
地
再
開
発
、
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
○
よ
い
ひ
今
人
〕

○
土
地
利
用
計
画
の
推
進
○
本
町
康

生
西
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
推

進
Ｏ
東
岡
崎
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
検
討
Ｏ
岡
崎
駅
西
、
駅
前
、
駅

　
？
買
苫

○
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
Ｏ

各
仙
余
暇
施
設
の
整
術
と
利
用
の
促

逃
○
市
立
岡
崎
病
院
の
施
設
の
充
実

○
新
病
院
建
設
構
想
の
検
討
○
救
急

休
日
医
療
機
関
の
充
実
Ｏ
市
民
保
健

セ
ン
タ
ー
建
設
構
想
の
検
討
○
交
通

安
全
対
策
の
推
進
○
消
防
庁
舎
の
建

設
及
び
消
防
防
災
対
策
の
推
進
な
ど

東
等
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
Ｏ

岡
多
線
の
全
線
完
成
の
促
進
○
新
幹

線
駅
新
設
及
び
国
鉄
貨
物
駅
の
設
置

促
進
○
駐
車
場
の
整
備
な
ど
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快
適
な
都
市
施
設
の
建
設

　
市
民
が
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め

に
道
路
、
河
川
、
住
宅
な
ど
の
整
備

は
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
事
業
で

す
。
住
宅
の
確
保
、
国
道
を
は
じ
め

●

県
道
、
市
道
、
橋
り
ょ
う
の
整
備
、

市
民
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
矢
作
川
、

乙
川
を
は
じ
め
緊
急
度
に
応
じ
た
中

小
河
川
の
改
修
の
促
進
な
ど
、
市
民

地
域
別
に
み
た
事
業
計
画

南
部
地
域

　
こ
の
地
域
は
、
岡
崎
駅
を
中
心
と

し
た
商
業
地
と
住
宅
地
が
密
集
し
、

こ
れ
よ
り
南
に
広
大
で
肥
沃
な
農
業

地
を
有
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
岡
崎

駅
を
核
に
系
統
づ
け
ら
れ
た
都
市
空

間
の
あ
る
市
街
地
整
備
を
地
域
住
民

の
協
力
の
も
と
に
推
進
し
、
隣
接
す

る
福
岡
南
部
及
び
六
ツ
美
地
区
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

工
業
専
川
地
域
に
は
優
良
企
業
の
立

地
も
考
慮
し
て
、
農
、
商
、
エ
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
地
域
の
発
展
を
期
し

て
い
ま
す
。

　
○
よ
ズ
ズ
ｙ
Ｏ

Ｏ
駅
西
、
駅
前
、
駅
束
等
上
地
区
画

整
理
事
業
の
促
進
Ｏ
農
業
構
造
改
善

事
業
の
推
進
Ｏ
優
良
企
業
の
立
地
促

進
○
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
Ｏ
消
防

分
署
の
整
備
及
び
竜
南
閣
の
改
築
○

南
公
園
の
施
設
の
拡
充
Ｏ
占
部
川
、

砂
川
な
ど
河
川
の
改
修
Ｏ
新
幹
線
駅

の
設
置
及
び
貨
物
駅
の
立
地
促
進
な

ど

（
地
域
計
画
）

東
部
地
域

　
こ
の
地
域
は
、
国
道
一
号
線
、
束

名
高
速
道
路
、
名
古
屋
鉄
道
本
線
が

集
中
し
て
東
西
に
走
り
、
こ
れ
を
は

さ
む
形
で
農
地
が
点
在
し
、
乙
川
上

流
地
域
を
含
ん
で
広
大
な
山
地
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
形
的
に
も

美
し
い
自
然
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
整
術
を
は
か
り
、

環
境
良
好
な
住
宅
地
の
推
進
を
す
る

な
ど
自
然
と
社
会
生
活
と
の
調
和
あ

る
発
展
を
は
か
り
ま
す
。

　
○
占
に
ぐ
び
し
し
○

○
桑
谷
山
荘
と
そ
の
周
辺
整
備
○
山

中
城
址
公
園
の
整
備
Ｏ
乙
川
河
川
敷

公
園
の
整
備
○
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建

設
○
農
業
碍
造
改
善
事
業
の
促
進
Ｏ

林
業
振
興
施
策
の
推
進
○
少
乍
自
然

の
家
と
河
合
公
園
の
整
備
○
働
く
者

の
山
の
家
の
整
備

北
部
地
域

　
　
　
●

生
活
優
先
の
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
、
快
適
な
都
市
施
設
整
備
に
努
め

ま
す
。

　
○
１
　
ソ
‥
）
へ
ｙ
Ｏ

Ｏ
市
営
住
宅
の
建
設
Ｏ
国
道
一
号
線

の
交
通
環
境
対
策
Ｏ
国
道
二
四
八
号

線
の
整
備
促
進
Ｏ
県
道
、
市
道
及
び

橋
り
ょ
う
の
整
備
Ｏ
河
川
改
修
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

　
市
民
が
自
ら
の
生
活
の
場
で
あ
る

地
域
社
会
を
住
み
よ
い
健
全
な
も
の

と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
意
識
の

吸
収
を
は
か
り
、
市
民
の
意
志
を
十

人
づ
く
り
と
文
化
の
振
興

●

　
社
会
を
正
し
く
、
た
く
ま
し
く
生

き
ぬ
く
人
間
性
を
養
う
た
め
の
学
校

教
育
、
及
び
生
涯
教
育
を
理
念
と
し

た
青
少
年
教
育
、
成
人
教
育
な
ど
社

会
教
育
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
化
財
の
発
掘
、
保
護

な
ど
各
分
野
に
お
け
る
諸
事
業
を
進

め
、
伝
統
と
歴
史
の
香
り
高
い
教
育

文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な
人

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
○
レ
０
０
今
｛
｝

○
幼
稚
園
の
整
備
○
学
校
施
設
の
充

実
○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
○

学
校
開
放
及
び
ス
ポ
ー
ツ
開
放
事
業

の
促
進
○
青
少
年
七
ン
タ
ー
（
太
陽

の
城
）
の
建
設
○
少
年
自
然
の
家
及

び
そ
の
周
辺
整
術
○
博
物
館
、
科
学

館
の
建
設
及
び
家
康
館
の
建
設
の
検

●

分
反
映
さ
せ
る
市
民
参
加
の
行
政
を

推
進
し
ま
す
。

　
○
人
に
ｙ
に
○
に
Ｇ
し
し
○

Ｏ
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
Ｏ
市
民
運

動
の
推
進
Ｏ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

整
備
Ｏ
市
民
憲
章
の
普
及
と
推
進

Ｏ
広
報
広
聴
活
勁
の
充
実
な
ど

討
○
甲
山
会
館
の
改
築
○
北
野
廃
寺

跡
、
輿
宮
遺
跡
な
ど
の
整
備
○
市
史

編
さ
ん
事
業
の
推
進
な
ど

新
し
い
広
域
行
政
の
推
進

●

　
交
通
、
通
信
機
関
等
の
発
達
に
よ

り
、
生
活
圏
が
拡
大
さ
れ
、
単
に
行

政
区
の
み
な
ら
ず
広
域
的
な
視
野
に

立
っ
た
行
政
が
必
要
で
あ
り
、
本
市

と
隣
接
の
幸
田
町
、
額
田
町
と
が
一

体
と
な
っ
て
岡
崎
額
田
地
区
広
域
市

町
村
圏
協
議
会
を
設
定
し
、
地
域
の

調
和
あ
る
発
展
を
願
い
、
着
々
と
実

績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
西

一
二
河
地
区
の
中
核
都
市
と
し
て
、
広

く
関
係
市
町
村
と
の
協
調
体
制
を
確

立
し
、
新
し
い
広
域
行
政
を
進
め
ま

す
。
　
○
よ
ざ
ひ
人
〕

Ｏ
岡
崎
額
田
地
区
広
域
市
町
村
圏
年

次
計
画
の
推
進
Ｏ
各
極
広
域
行
政
の

推
進
な
ど

健
全
な
行
財
政
の
確
立

　
窓
口
事
務
の
改
善
な
ど
事
務
能
率

の
向
上
を
は
か
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
基
本
と
し
た
行
政
を
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
自
主
財
源
の
確
保
、

　
　
　
●

消
費
的
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
財

政
計
画
の
樹
立
に
よ
り
、
健
全
財
政

を
堅
持
し
つ
つ
、
基
本
計
画
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。



　
　
　
こ
の
地
域
の
束
北
部
は
、
ほ
と
ん

き
　
ど
山
地
で
占
め
ら
れ
、
沢
に
沿
つ
て

ざ
　
部
落
や
農
地
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

かおだよK市政

こ
の
山
間
部
に
お
け
る
生
産
性
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
農
林
業
、
果
樹

園
地
の
振
興
開
発
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
自
然
保
護
を
基
本
理
念
に
、
村

禎
山
一
帯
を
自
然
を
生
か
し
た
公
園

と
し
て
整
術
を
は
か
り
、
商
業
地
と

あ
わ
せ
て
活
気
と
ゆ
と
り
あ
る
地
域

の
発
展
を
促
進
し
ま
す
。

　
○
ん
ｙ
Ｇ
ヴ
レ
○

○
村
偵
山
一
帯
の
自
然
的
公
園
と
し

て
の
整
術
〇
岩
津
城
址
公
園
の
整
備

○
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
○
林
業
の

振
興
施
策
の
推
進
○
果
樹
園
芸
の
振

興
Ｏ
公
営
住
宅
の
建
設
○
砂
防
河
川

の
整
術
○
消
防
分
署
の
整
術
な
ど

西
部
地
域

　
　
　
こ
の
地
域
は
、
矢
作
川
以
西
に
位

　
　
置
し
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
計
画

　
　
に
よ
る
優
良
農
地
が
広
が
り
、
国
道

　
　
　
一
号
線
川
辺
の
商
業
地
、
さ
ら
に
、

日
　
巾
、
北
部
に
工
業
地
帯
を
宥
し
て
い

１川昭和52年５５－-

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
平

地
の
優
良
農
地
の
保
全
は
も
と
よ
り
、

近
時
、
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
近

代
工
業
と
の
調
和
を
は
か
り
、
地
域

住
民
の
生
活
と
工
業
と
の
共
存
を
願

い
、
地
域
の
発
展
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
○
し
し
ぺ
‥
ぐ
ヤ
に
○

○
北
野
廃
寺
歴
史
公
園
の
整
備
○
矢

作
公
園
の
整
術
Ｏ
市
民
セ
ン
タ
ー
の

建
設
○
矢
作
川
河
川
公
園
の
整
備
○

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
○
市
民
プ
ー

ル
の
建
設
○
優
良
企
業
の
立
地
促
進

Ｏ
農
業
生
産
基
盤
の
確
立
整
㈲
な
ど

中
央
部
地
域

　
こ
の
地
域
は
、
本
市
の
行
政
、
交

通
、
産
業
活
動
な
ど
全
て
の
分
野
に

お
い
て
ｍ
要
か
つ
中
核
的
な
役
割
を
Ｉ

し
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
文
教
一

施
設
、
保
健
医
療
施
設
な
ど
の
公
共
一

施
設
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
市
街
　
　
　

地
再
開
発
及
び
交
通
網
の
整
附
促
進
］

を
ば
か
り
、
中
心
部
を
と
り
ま
く
地
一

域
と
の
円
滑
な
交
流
と
市
域
全
体
の
一

均
衡
に
意
を
ｍ
…
い
、
名
実
共
に
西
一
三

河
の
中
心
郁
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
　
　

り
を
進
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
９
う
ひ
な
し
し
○
　
　
　
　
　
一

〇
本
町
康
生
西
地
区
市
街
地
再
開
発
　
　

事
業
と
公
共
施
設
の
整
備
○
束
岡
崎
一

駅
周
辺
の
整
備
の
倹
討
Ｏ
国
道
二
四
　
　
　

八
号
線
の
完
成
促
進
○
国
道
一
号
線
］

バ
イ
パ
ス
な
ど
幹
線
道
路
の
整
術
○
　
　
　

乙
川
河
川
公
園
の
整
術
○
青
少
年
セ

　
　
　

ン
タ
ー
（
太
陽
の
城
）
の
建
設
○
博
一

物
館
、
科
学
館
の
建
設
及
び
家
康
館
一

の
建
設
の
検
討
○
消
防
庁
舎
の
建
設
一

な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
新
総
合
計
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
ご
意
見
は

・
＝

市
長
公
室
企
画
課
（
電
二
三
－
六
〇
三
〇
）
　
　
　
　
　

？
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実施期間 実施地区・学区　　　　　　　　　　　　　　ぅこ動利マ　施をぐな虫　^
　　⑤　　　④　③②　①建ぉの゛用となし　｀たり　｀こ
ふ通　にが全　は　　つ　物願主ををしぉて次めま伝れ
た路下な便にしぷしａま雨のぃ旨展考で｀くのにす染か老
｀に水っそふ尿ぶ尿祭っ水まぃに開ぇ¬岡だ日も　゜病ら
さなこてぅたくが浄がてまわたご中　｀み峙さ割｀こ等夏
くらぅぃにがみっ化李ぃすりし協でゴん市ぃ表ぜれが期(T:
等ながま入で取てそ兄ま　｀　ま力ぁミな民゜にひら発に　・
がぃネすらきりぃぅてせ下　すくりをでの　合春の生か
設よズかなて口まのぃん水　゜だま減資行　わの発しけメ
置ぅミ゜ぃ帽ょせ通言かこ　　さすら源動　せ大生やて
しに等　よ雨　｀ん気ん　゜ぅ　　るのすのテ　て掃をす　｀　ｓ
で　｀の　ぅ水完力;口勺　が　　ょてヅ

　①消　　　　　⑤　　　④　　③　　②　①建　⑥　

%

よ　毒焼等っ等す　忘ぅら　．．ん　まは　り　物金　ぁぅ下薬却をてがき風れ゜｀ネ界に室せ｀家ま不の網便り

を

゜水剤処発ぃゴ間呂なネふズで行内んほ具す用内が所ま
　この分見まキ｀場くズさミ日ぃのかこ等か品　はのすj
　ぅ散ししせブ流■　゜ミぃ穴光　ヽ換゜りの　゜の　っ窓か
　を布またんりし台　とで等tﾆ畳気　がぅ　整　て｀゜
　消　しらかの台所　りぉを当ヽを　たら　理　ぁ通　加
　毒　ょ｀゜温｀等　薬き発で敷じ　ま　｀　は　り気
　し　ぅす夕床戸の　剤ま見f物ゅ　っ床　し　ま口
　ま　　゜ぐマにだ吠　もししょ等ぅ　て下　て　すに　　し
　し　　にゴななの　ぉょたぅをぶ　ぃ等　ぁ　かは

　　　　　　　　　　　　　②　　①　大　　③　　②
.

　　　■　　　‐だの燃に　て定も　　掃で専　ぅを　　しっ燃廃　ラゴ棄　さ場ぇっ持く持の燃　除く用浄゜掃く

き物棄燃ムミ物燃ぃ所なぃにだちにぇ　でだの化　除み千埋物ぇに焼－ぇ゜へぃて多さ寄区る　排さもそ　し取　丿
円立－なつ却Ｅる　自もは量ぃり分もゴ出ぃのぅ　　｀り

　地iぃき場衛ゴ　己の　｀　｀゜場しのミさ　゜をの　消便　･●･
　　米ゴ三　生ミ　搬ご燃大　所て｀にれ　常消　毒所〃
　一河ミ百百セー　人とぇ型　へ｀燃つた　に毒　しの　.j

　ト内一二キン一　しにるの　搬各ぇい　　補薬　ま便
　ン町一十口夕般　て　｀もゴ　入自なて　　充剤　しそ　に不般円グI 廃　く次のミ　し指ぃ　　　　しは　よう　ｊ

５月１日～40 梅園学区

5日2日～5日 眼石学区

5月3日-6日 男川学区

５月４日～7日 美合学区

５月５口～8口 緑丘学I?.

５月６日～9日 羽根学r?c

５月７日～l叩 岡崎学区

５月８日～U日 六名学区

５月９日～12ﾛ 三島学IK

５月岡~13R 奄美丘学li

５月Ｈ日～H日 連尺学区

５月1加～15日 広幅学区

５月13日~旧日 井田学区

5 恥4日ぺ7日 愛宕学区

５月15日～IB日 福岡学区

５月16日～19日
亀谷・藷川
山中一本宿学区

５月17日～20日 生平・秦梨学区

５月18日～2113 常磐・常磐南・
常磐東幸区

５月19日～Z2日
大榊寺・
大門学区

５月Z叩～23日 岩津一恵田学区

５月21□～2*日 奥殿・細jii学区

5e22日～25日 矢作学区

５即日~26日
六ツ美・
城南学区

　各町内できめられた粗大ゴミ持ち寄り場所へ、

収集日の午前８時30分までに持ち出してください。

　なお、資源再利用となる古新聞･雑誌類･衣服類

も、ヒモでしっかりしばって持ち出してください。

　日　程　表　　（衛生センター・電22－5436）

月　日 収　集　実施町　名

5肌6日(月) 巾4丁目・５丁目・７丁目

５月17日(火〉 唐沢、島町、菅生

５月18剛水） 吹矢、上明人寺、束川大寺

5月19日(木) 西明大寺１区■ 2区・３区

５月2o口(金) 南明大寺３区■ 4区、山手

５月21日(土) 明大寺本町

５月23日(月) 宮前、宮束、学校東

５月24日(火) 伊賀北Ｉ区・２区・３区、石神

５月25日(水) 伊賀北４区・５区･ 6に・８区

５月26日(木) 元能見南、元能見巾、元能見北、松本

５月27日(金) 井田西、井田新、井田市、錦町

5 印8日(土) 福寿

5月30日(月) 葵町、柿田、広幡、ユニチカ地区

５月31日(火) 日名西、日名中、日名本、日名南

※お願い…自動車のタイヤは処理できないので、出さないでください。

０
粗
大

ﾌ^｀

(､－

み
収
集
八
ｙ

五
月
後
期

Ｕ

春
の
大
掃
除
を
実
施
し
ま
し
よ

し尿くみとりについてお願い

ごみ(素足温)の収集を

休みます･

　5月3日(火)憲法記念日、５月５日南

こどもの日は、国民の祝日にあたります

ので、ごみの収集を休みます。



お　か　ざ　きだより市政

｜

㎜ 五

赤 月

人 十 は

の 宇 赤

和 社 十

を 員 字

世 に 月

界 ｀〃々
ｔ 間

に 加

広 入

げ を

る

赤
十 ㎜

｜字

　
赤
十
字
は
世
界
百
二
十
二
力
国
の

人
々
と
手
を
つ
な
ぎ
、
人
道
・
博
愛
　
　
．
‘

を
旗
じ
る
し
に
、
国
際
的
な
救
援
活

動
と
と
も
に
、
国
内
に
お
け
る
災
害

救
護
事
業
、
血
液
事
業
、
看
護
婦
養

成
小
業
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
赤
十
字
の
事
業
活
動
の
経
費
は
、

み
な
さ
ま
が
た
に
日
本
赤
十
字
社
の

社
貝
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
社
貝

と
し
て
納
め
る
年
額
三
百
円
以
上
の

社
資
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
も
五
月
一
日
か
ら
１
ヵ
月
間

赤
十
字
社
資
増
強
運
動
が
全
国
一
斉

に
展
開
さ
れ
、
社
員
の
増
強
と
事
業

資
金
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

゛
．
－

に協力されるみなさん▲献血

に
よ
り
、
多
く
の
か
た
が
社
員
に
ご

加
入
い
た
だ
き
、
社
業
の
進
展
に
寄

与
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
、

赤
十
字
社
貝
に
ご
加
人
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
　
社
会
課
生
活

　
岡
崎
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
み
な
　
係
日
赤
事
務
局
（
電
二
三
－
六
一
四

さ
ま
が
た
の
深
い
ご
理
解
、
ご
支
援
　
五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

¥￥f￥勿c￥￥￥￥如<￥･

文

化

財

(60)

　
日
本
人
が
ほ
ん
も
の
の
ラ
イ
オ
ン

を
実
際
に
見
だ
の
は
、
徳
川
時
代
最

後
の
年
で
あ
っ
た
。
江
戸
の
見
世
物

小
屋
で
一
匹
の
牝
獅
子
を
兄
た
の
が

最
初
で
あ
る
。
し
か
し
造
形
と
し
て
、

文
様
と
し
て
、
ま
た
芸
能
と
し
て
獅

子
が
日
本
に
渡
来
し
た
歴
史
は
古
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
の
猛
獣
が
紀
元

前
早
く
か
ら
造
形
、
文
様
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
古
代
遺
跡

の
発
掘
な
ど
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て

い
る
。
中
近
東
か
ら
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
長
旅
を
続

け
、
獅
子
は
そ
う
し
た
形
で
そ
の
終

着
駅
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
に
や
っ

て
来
た
。

　
渡
来
と
と
も
に
こ
の
猛
猷
は
、
悪

疫
災
禍
を
払
う
霊
猷
と
し
て
わ
が
国

の
人
々
に
崇
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
中
・
近
世
に
な
る
と
「
掛
り

踊
」
と
し
て
疫
神
・
兇
神
を
獅
子
舞

で
隣
村
に
追
。
い
込
む
習
俗
が
で
き
た
。

自
然
、
追
い
込
ま
れ
た
方
は
自
ら
の

獅
子
舞
で
追
い
返
す
と
い
う
こ
と
で

両
者
が
衝
突
、
そ
の
た
め
獅
子
が
相

手
に
耳
を
か
み
と
ら
れ
、
以
来
そ
の

地
を
耳
取
と
言
っ
た
と
い
う
例
が
、

東
北
地
方
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
そ
う
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７
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３
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＾
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＾
<
’
＞
^
V
＾
<
＾
Ｖ
＾
*
＾
Ｖ
＾
*
^
'
Ｖ
＾
”
Ｖ
＾
<
＾
＾
<
？
＞
＾
≪
？
＞
＾
≪
＾
＞
＾
<

で
あ
る
。
岡
崎
の

明
大
寺
町
耳
取
も

或
い
は
そ
れ
か
、

小
豆
坂
近
く
に
も

耳
取
提
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
と
民

俗
学
者
柳
田
国
男

の
書
に
あ
る
。

　
こ
の
掛
け
踊
の

獅
子
舞
を
防
ぐ
た

め
に
、
よ
く
部
落
は
ず
れ
に
獅
子
頭

を
埋
め
て
、
獅
子
塚
と
い
う
も
の
を

作
っ
た
の
で
あ
る
が
、
岡
崎
に
も
大

樹
寺
の
山
門
の
側
ら
に
召
？
塚
」

と
い
う
等
身
大
の
石
碑
が
あ
る
。

　
碑
陰
（
う
ら
）
に
は
「
大
正
十
三

年
五
月
五
日
建
立
　
当
所
末
広
町
三

十
名
」
と
あ
っ
て
、
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
、
近
く
の
街
道
の
拡
張
か
何

か
で
、
此
の
寺
内
に
移
さ
れ
た
も
の

と
か
。
江
戸
時
代
な
ら
と
も
か
く
大

正
も
末
期
に
こ
ん
な
古
風
の
も
の
が

建
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
現
代
で
は
理

解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
私
は
近
年
こ
の
所
在
を
知
っ
た
が
、

古
く
は
百
五
十
年
余
前
の
明
和
九
年

に
、
吉
田
（
豊
橋
）
の
国
学
者
林
自

見
が
そ
の
著
「
雑
説
裏
話
」
に
「
一
二

州
岡
崎
町
伊
田
村
二
獅
子
ノ
舞
塚
卜

号
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
云
々
」
と
書
き
「

余
州
（
こ
の
国
＝
筆
者
註
）
二
於
テ

獅
子
塚
ト
号
ス
ル
ヲ
見
ズ
」
と
し
て

い
る
。
自
見
の
言
う
獅
子
塚
が
現
在

井
田
に
在
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、

こ
の
塚
と
は
全
く
別
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
大
樹
寺
の
は
大
正

十
三
年
建
立
だ
か
ら
、
こ
の
碑
の
由

来
を
知
る
老
人
も
地
元
に
在
住
と
思

　
こ
れ
は
民
俗
学
の
見
地
か
ら
も
こ

の
地
方
に
大
変
珍
し
い
も
の
で
、
貴

重
な
民
俗
資
料
で
あ
る
。

岡
崎
巾
文
化
財
保
護
審
議
会
委
口

　
　
　
　
　
　
田
口
　
城
一
　
氏
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新
し
い
『
老
人
い
こ
い
の
家
』
開
設

？
-

‾1
】

_菊石Ξ瓦

　
老
後
の
毎
日
を
楽
し
く
す
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
。
次
の
「
老
人
い

こ
い
の
家
」
が
新
し
く
二
ヵ
所
川
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
老
人
い
こ
い
の
家
」
に
は
、
お

茶
の
準
備
か
ら
、
テ
レ
ビ
、
碁
、
将

棋
等
の
娯
楽
設
術
と
電
気
ア
ン
マ
機

等
の
設
術
が
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

せ
い
ぜ
い
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

　
利
川
で
き
る
時
間
と
場
所
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
利
用
時
問
　
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
午
後
四
時

　
場
所

①
胎
蔵
寺
老
人
い
こ
い
の
家
（
保
母

　
町
字
稲
下
五
－
ニ
・
胎
蔵
寺
内
）

②
大
西
老
人
い
こ
い
の
家
（
大
西
町

　
字
山
下
一
丁
大
西
公
民
館
内
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
電
二
三
上
ハ
ー
六
二
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

１
小
１
．

騏ら

ｙ
ｙ
Ｉ

いの家位置

=_-ﾐｰ---

大西老人いこ

　　　　ー　一一一

②：

ご

竹
叫

Ｌ

胎
蔵
寺

二
□口

f.i$n＼→川泄･j}絢

二

←1り叫隋

外川駅

-

二目二
と
と
も
に
、
そ
の
負
担
を
少
し
で
も

帷
減
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
次
に
よ

り
見
舞
金
に
関
す
る
申
請
の
受
け
付

け
を
い
た
し
ま
す
。
該
当
の
か
た
は

社
会
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
該
当
の
か
た
　
厚
生
省
及
び
県
が

特
定
疾
忠
医
療
給
付
の
対
象
と
し
て

指
定
し
た
疾
病
忠
者
の
か
た
。

　
ス
モ
ン
病
・
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
・

　
重
症
筋
無
力
症
・
全
身
性
エ
リ
テ

　
マ
ト
ー
デ
ス
・
多
発
性
硬
化
症
・

　
再
生
不
良
性
貧
血
・
サ
ル
コ
イ
ド

　
ー
ジ
ス
・
強
皮
症
・
皮
膚
筋
炎
・

　
結
節
性
動
脈
周
囲
炎
・
筋
萎
縮
性

　
側
索
硬
化
症
・
多
発
性
筋
炎
・
特

　
発
性
血
少
板
減
少
性
紫
斑
病
・
潰

　
瘍
性
大
腸
炎
・
大
動
脈
炎
症
候
群

　
・
ピ
ユ
ー
ル
ガ
ー
病
・
天
塩
貨
・

　
背
髄
小
脳
変
性
症
・
ク
ロ
ー
ン
症

　
・
肝
硬
変
・
劇
症
肝
炎
・
血
消
肝

　
炎
。

　
申
請
者
　
本
人
又
は
そ
の
保
護
者

の
か
た
。

　
手
続
き
　
兄
舞
金
支
給
巾
請
飛
‥
（

社
会
課
窓
口
に
附
え
付
け
）
に
、
医
師

の
診
断
書
又
は
公
的
機
関
の
証
明
虫
‥

を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
見
舞
金
は
申
請
者
の
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
口
座
番
号

が
必
要
で
す
。
な
お
、
巾
請
に
は
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
見
舞
金
の
額
　
年
額
一
万
円
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
課
生
活
係

　
（
電
二
三
－
六
一
四
五
）

身
体
障
虫
暑
へ
の

　
　
郵
政
案
内

　
郵
政
省
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
強

調
運
動
に
ち
な
み
、
特
別
な
意
匠
の

二
十
円
郵
便
は
が
き
を
発
行
し
、
そ

の
一
部
を
重
度
身
体
障
害
者
の
か
た

に
、
お
申
し
込
み
に
よ
り
配
布
い
た

し
ま
す
。

　
対
象
者
　
重
度
身
体
障
害
者
二

級
、
二
級
）
で
、
四
月
一
日
現
在
満

六
歳
以
上
の
か
た
。

　
申
し
込
み
方
法
　
も
よ
り
の
郵
便

局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
、

所
定
の
川
紙
に
必
要
事
項
を
記
人
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
期
間
　
五
月
三
十
一
口

　
枚
数
　
一
人
に
つ
き
二
十
枚
（
無

料
）
　
く
わ
し
く
は
、
岡
崎
郵
便
局
郵
便

課
（
電
二
Ｉ
ト
九
〇
〇
〇
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

精
神
薄
弱
者

　
更
生
施
設
開
所

　
藤
川
町
地
内
に
、
愛
知
県
が
建
設

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
梢
神
薄
弱
嗇

―
生
施
設
「
愛
知
県
藤
川
寮
」
　
（
定

員
八
十
名
）
が
完
成
す
る
運
び
に
な

り
ま
し
た
。

　
入
所
対
象
者
は
、
十
八
歳
以
上
の

　
　
　
　
●

精
神
薄
弱
者
で
あ
っ
て
、
県
粕
薄
相

談
所
の
判
定
に
基
づ
き
、
柵
祉
事
務

所
長
が
入
所
を
必
要
と
認
め
た
、
次

の
条
件
に
該
当
す
る
か
た
で
す
。

　
▽
精
神
薄
弱
の
程
度
が
、
原
則
と

　
　
し
て
重
度
で
あ
る
こ
と
。

　
▽
常
時
、
医
学
的
管
理
の
必
要
が

　
　
な
い
こ
と

　
▽
伝
染
性
疾
患
が
な
い
こ
と
。

　
人
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
五

月
十
四
日
ま
で
に
、
福
祉
事
務
所
福

祉
係
ま
で
、
直
接
お
巾
し
込
み
く
だ

さ
い
。

民生委員、児童委員の異動
　下記地区の民生委貝、児童委員が変わりましたので、お

知らせいたします。

担当地区 mi:者氏名 住　　　　所 心話

上和田町（団地除く）畔柳栄一一 上和田町字北屋敷2游地 52－1750

矢　作　４　区 天野信男 矢作町字尊所5希地 31－8529

中　　園　　町 岩月武男 中園町字郷中47界地 31-4827
八　帖　北　町 阿知波栄司 八帖北町38番地17 21-2177

難
病
者
の
か
た
に
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
・
：

　
　
　
　
”
手
続
き
”
を

　
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
福
祉
対
策

の
一
環
と
し
て
、
難
病
者
の
か
た
が

た
に
兄
舞
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
見
舞
金
は
、
難
病
に
苦
し
ん

で
お
ら
れ
る
か
た
が
た
を
激
励
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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受
給
し
て
い
る
人
（
昭
和
五
十
一
年

四
月
以
降
の
受
給
者
を
除
く
）
は
、

現
況
届
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
該

当
す
る
人
に
は
別
途
届
書
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
か
ら
、
所
定
事
項
を
記

人
の
う
え
、
お
忘
れ
な
く
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
課
年
金

係
（
電
二
三
－
六
一
七
一
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
小
沢
幸
二
（
瀬
戸
市
）
▼
渡
辺
徹

男
（
明
大
寺
町
）
▼
加
藤
庄
一
　
（
本

町
）
▼
冨
田
徨
光
（
宮
石
町
）
▼
六

ツ
美
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
篤
志
晋
一
同
（

下
青
野
町
）
▼
山
本
績
（
美
合
町
）

▼
加
藤
伊
八
郎
（
六
供
町
）
▼
細
川

小
学
校
六
年
保
護
者
一
同
（
仁
木
町
）

▼
奥
殿
小
学
校
昭
和
五
十
一
年
度
卒

業
生
一
同
（
奥
殿
町
）
▼
岡
崎
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
レ
オ
（
康
生
通

西
）
▼
五
万
石
家
具
販
売
株
式
会
社

　
（
井
ノ
ロ
町
）
▼
石
川
保
夫
（
亀
井

町
）
▼
秋
山
和
夫
（
稲
熊
町
）
▼
城

北
中
学
校
第
十
五
回
卒
業
生
父
兄
一

同
（
城
北
町
）
▼
ニ
ー
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
一
同
（
吹
矢
町
）
▼
三
島
学
区
婦

人
会
（
明
大
寺
町
）
▼
森
平
排
台
機

械
株
式
会
社
（
名
古
屋
市
）
▼
井
田

小
学
校
昭
和
五
十
一
年
度
卒
業
生
（

井
田
町
）
▼
春
口
利
郎
（
康
生
通
束
）

｜

前
十
時
～
午
後
三
時
　
場
所
　
岡
崎

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
欠
町
　
東

公
園
西
・
電
二
四
－
一
七
五
四
）

　
巡
回
相
談
は
予
約
制
の
た
め
、
市

福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
電
二
三
上
ハ

ー
五
四
）
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
、
事
業
所
等
か
ら
の
ま
と
め
て

の
利
用
は
愛
知
県
身
体
障
害
者
更
正

相
談
所
（
電
○
五
二
－
六
八
二
－
三

五
六
こ
へ
予
約
し
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
食
事
の
施
設
が
な
い
の

で
、
弁
当
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

宿
衣
料
品
組
合
（
本
宿
町
）
▼
南
中

学
咬
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
戸
崎
町
）
▼
梅
園
小

学
校
昭
和
五
十
一
年
度
卒
業
生
父
兄

一
同
（
稲
熊
町
）
▼
Ｋ
・
Ｕ
▼
や
よ

い
展
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
（
伊
賀
新

町
）
▼
安
田
生
命
・
富
士
銀
行
・
安

田
火
災
・
安
田
信
託
▼
愛
宕
小
学
校

昭
和
五
十
一
年
度
卒
業
生
八
十
四
名

　
（
伊
賀
町
）
▼
愛
宕
小
学
校
同
窓
会

　
（
伊
賀
町
）
▼
中
村
英
男
（
伝
馬
通
″

一
’
共
栄
商
会
株
式
会
社
（
蓑
川
町
）
　
一

Ｖ
岡
崎
青
年
会
議
所
（
本
町
通
）
Ｖ
　
　

石
川
保
夫
（
中
之
郷
町
）
▼
大
樹
寺
一

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
鴨
田
町
）
▼
山
田
一

重
一
　
（
高
隆
寺
町
）
▼
鈴
木
孝
一

稲
熊
町
）
▼
岡
崎
石
材
Ｒ
Ｃ
会
「

八
」

町
）

　
主
催
　
愛
知
県
　
相
談
科
名
　
整

形
外
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
　
相

談
内
容
　
身
体
障
害
者
に
対
す
る
医

学
的
判
定
な
ど
そ
の
他
一
般
と
補
装

身
体
障
害
者

　
五
月
定
例
巡
回
相
談

主
催
　
愛
知
県
　
相
談
科
名

具
の
業
者
出
張
相
談
　
日
時
　
一

二
十
四
日
（
火
）
受
け
付
け
時

午
前
十
時
～
十
二
時
　
診
断
時
間
－

午
後
一
時
大
二
時
　
一
般
相
談
－
午

（
三
月
十
四
日
？
四
月
十
三
日
受
付
分
　
敬
称
略
）

▼
太
田
栄
（
上
六
名
町
）
▼
奥
井
昭

夫
（
康
生
通
西
）
▼
岡
崎
女
子
高
等

学
校
（
稲
熊
町
）
▼
野
剛
耕
造
（
明

大
寺
町
）
▼
六
ッ
美
北
部
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
（
野
畑
町
）
▼
高
村
知
二
ほ
か

十
二
名
（
細
川
町
）
▼
六
ッ
美
北
部

小
学
校
昭
和
五
十
一
年
度
卒
業
生
父

兄
一
同
（
巾
之
郷
町
）
▼
矢
作
東
小

学
校
第
一
二
十
回
卒
業
生
（
矢
作
町
）

▼
緑
丘
小
学
校
第
二
回
卒
業
生
八
十

名
（
美
合
町
）
▼
岡
崎
土
木
協
力
会

　
（
天
白
町
）
▼
藤
原
成
克
（
福
岡
町
）

▼
昭
和
五
十
一
年
度
六
名
小
学
校
父

母
教
師
会
（
久
後
崎
町
）
▼
常
磐
東

小
学
校
父
母
教
師
会
（
安
戸
町
）
▼

大
門
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
大
樹
寺
町
）

▼
矢
作
南
学
区
婦
人
会
（
渡
町
）
▼

大
樹
寺
学
区
総
代
会
（
鴨
田
町
）
▼

大
門
学
区
総
代
会
（
薮
田
町
）
▼
若

松
保
育
園
ほ
の
会
（
羽
根
町
）
▼
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

福
祉
年
金
受
給
者
の
定
時
届
と
国
民
年
金

（
短
期
給
付
）
受
給
者
の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

　
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
五
月
期
の
年
金
を
受
給
さ
れ
ま

し
た
ら
、
所
得
の
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
所
得
状
況
届
（
定
時
届
）
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
お
手
も
と
の
国
民
年
金
証
書

（
み
ど
り
色
の
手
帳
）
と
印
か
ん
を

持
っ
て
社
会
課
年
金
係
、
ま
た
は
管

轄
の
支
所
へ
五
月
二
十
日
ま
で
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
障
害
、
母
子

遺
児
、
寡
婦
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
を

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼
岡
崎
市
城
北
保
育
園
母
の
会
（
康

生
通
西
）
▼
本
多
助
一
　
（
上
地
町
）

▼
巾
立
岡
崎
高
等
学
院
内
昭
和
五
十

一
年
度
英
会
話
講
座
一
同
（
伊
賀
町
）

▼
上
原
な
み
江
（
八
帖
町
）
▼
常
磐

保
育
園
母
の
会
（
滝
町
）
▼
岩
松
保

育
園
母
の
会
（
宮
石
町
）
▼
稲
熊
保

育
園
母
の
会
（
稲
熊
町
）
▼
百
々
保

育
園
母
の
会
（
百
々
町
）
▼
日
本
夕

ッ
パ
ー
ウ
ェ
ア
ー
株
式
会
社
（
藤
川

町
）
▼
東
海
中
学
校
同
窓
会
（
藤
川

町
）
▼
東
海
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
有

志
（
藤
川
町
）
▼
合
資
会
社
丸
安
製

パ
ン
エ
場
（
伝
馬
通
）
▼
四
学
区
婦

人
会
（
鉢
地
町
）
▼
サ
ン
キ
ョ
ウ
ボ

ウ
株
式
会
社
（
市
場
町
）
▼
岡
崎
信

川
金
庫
本
部
（
菅
生
町
）
▼
束
部
農

業
協
同
組
合
（
岡
町
）
▼
岡
崎
工
業

株
式
会
社
（
山
綱
町
）
▼
松
原
政
雄

　
（
亀
井
町
）
▼
合
資
会
社
竹
内
文
具

店
（
伝
馬
通
）
▼
束
海
中
学
校
三
年

生
卒
業
生
保
護
者
（
本
宿
町
）
▼
原

田
力
（
伊
賀
町
）
▼
岩
津
小
学
校
施

設
増
改
築
促
進
協
力
会
（
岩
津
町
）

▼
東
海
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
藤
川
町
）

▼
鈴
木
一
夫
（
伊
賀
町
）
▼
大
和
田

哲
（
鴨
田
町
）
▼
昭
和
五
十
一
年
度

常
磐
南
学
区
婦
人
会
（
大
井
野
町
）

▼
福
岡
小
学
校
六
年
学
級
委
貝
（
上

地
町
）
▼
細
川
保
育
園
父
母
の
会
（

細
川
町
）
▼
矢
作
西
保
育
園
母
の
会

　
（
西
本
郷
町
）
▼
矢
作
南
保
育
園
母

の
会
（
大
和
町
）
▼
大
西
保
育
園
母

の
会
（
大
西
町
）
▼
柴
田
実
（
福
寿

町
）
▼
岡
崎
信
川
金
庫
（
菅
生
町
）

▼
株
式
会
社
三
光
家
具
製
作
所
（
日

名
町
）
▼
中
日
新
聞
社
会
事
業

団
（
名
古
屋
市
）
▼
中
村
比
佐

夫
（
本
宿
町
）
▼
大
須
賀
興
三
（
福

岡
町
）
▼
柴
田
武
一
　
（
元
能
見
町
）



○老人・成人健康相談の期日変更（4月15日号16ページ掲載）

該当者　　昭和51年中の出生者および昭和51年以前

の出生者(幼児)で投与を受けていないかた。

投与を受けられないかた

l〉発熱・下痢等を伴う急性疾患にかかっているかた

l〉糖尿病、脚気患者、心臓血管系、腎臓に疾患のあ

るかた

【〉病後衰弱者または著しい栄養障害者

【〉種痘後１ヵ月を経過していないかた

l〉麻しん(はしか)、B. C.G.の予防接種を実施して

１ヵ月を経過していないかた

【〉その他医師が投与を不適当と認めたかた

料　金　　無　料

　　日　程　表　　　(f≫健課保健係(ni)23-6l80)

月日 時　　問 町% 川　　所

5月i6日

　　　⑩

午前9時30分～12時 岩津町 岩津市民センター

午匯l時30分～1時 奥殿町 奥殿小学校

午後２時30分～4畔 細川町 細III小学咬

5 珂17日

　　　吸

午前９時30分-12時 梅木町 山中小学校

午ftl時30分-4時 美合町 平地中公民館

午前９時30分～12時
鴨田町 鴨田町民会館

午後i時～4時

5ni8日

　　　⑥

午前9時30分～12時

本宿町

本-in辿編所

午後i時～２時30分 岡崎グリンランド公民館

午後3時～４時 本槨小学咬

午前^印n分～11時3吟 福岡町 福岡　会館

午後l時～4時 上和田町 県営住宅ﾘi会所

５月19 日

　　　③

午前９時30分～12時 矢作町 矢作東小幸校

午後l時30分～4峙 大和町 矢作南小学は

５月20口

　　　②

午加9時30分～UliJ3(l分滝i≪; 附磐中■r- 咬

午後１時～4時 六名町 六名小学咬

午前９峙30分～12時
i頃町

ほ了-老A 保健

セ　ン　タ　ー午後l時～4時

5fi21日の午前9時30分～11時30分 茅原沢町 河合連絡所

５月23口

　　　⑨

午前9峙30分～12時
往町 南部公余堂

午後l時~ 4峙

５月24日

　　　吻

午前９時30分～12時
下青野町 六ツ美il蔵センター

午後l時～4時

午ml 9時30分～12時 大平町 外川小学校

午後i時30分~2畔<i分 竜泉寺町 旧屯谷小学咬

午後3時～4時 藤川町 藤川小幸校

5月25 日

　　　⑥

午前9時30分~11印0分 美合新町 美合公民館

午後l時～4時 朝日町 勤労会館

午前９時30分～12時 宇頭町 矢作酉小単咬

午mi時30分～４時 僑目町 矢作北小学咬

５月26日

　　　⑥

午前９時30分~12時 魚町 城北公会堂

午後I時～4時 明大寺本町赤十字センター

5月27日

　　　②

午前9時30分～12時
伊賀新町

母子老人保健

セ　ン　タ　ー午後1時～4時

５月11日を５月25日に訂正　－10－

く６しの…………………

水道ガイド
水道メーターと検針

パイロット針

■犬は出入口やメーターボッ

クスから離してつないでくだ

さい。

●水道メーターや使用水量に関する

お問い合せは…………………………

　ト営業課業務係霖2 3－6 3 4 6

　　　　　　　　　　　●給水装置の工事や水道工

事店に関するお問い合わせ、

ご相談は下記へ‥‥‥‥‥‥‥●

　ト岡崎市水道局

　　　工務課給水係

　　　= 霖2 3－6 3 3 8

　･１岡崎市指定

　　　水道工事店協同組合

　　　一會5 1-5 5 1 7

■水道メーターの検針には

地域ごとに基準日をきめて

検査貝がうかがい，使用水

iliをお知らせします。

■使用水量は水道メーター

器の数字板で表示されます。

パイロット針は水もれの有

無を調べることができます。

■メーターボックスの中は11手

々そうじをし、きれいにして

おきましょう。
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四

Ｗいま健康なあなたC

休
日
・
夜
間
診
療
は

　
急
病
の
人
の
た
め

　
身
体
の
黄
信
号
の
段
階
で
早
く
見

つ
け
れ
ば
、
病
院
や
診
療
所
の
診
療

一
時
間
内
に
医
者
に
相
談
す
る
こ
と
が

z

:
ｒ
ｚ
　
t
-
^
　
i
-
i
-
~
―

C
i
J
i
　
'
I
T
-
　
―-
t
＾
-
ｎ
ｎ
ｎ
　
＼

＊
。
４
　
１
７

一
で
き
ま
す
。
休
日
と
か
夜
間
は
、
原

ｆ皿-s**・t-皿4

則
と
し
て
医
療
機
関
は
休
み
と
お
考

え
く
だ
さ
い
。
休
日
、
夜
間
診
療
は

急
病
に
か
か
っ
た
人
が
、
早
く
、
適

切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
設

け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
「
仕
事
の

都
合
で
」
と

か
「
共
稼
ぎ

だ
か
ら
休
み

や
夜
に
な
っ

て
か
ら
子
供

を
病
院
に
連

れ
て
行
く
」

の
で
は
、
本

当
に
必
要
な

人
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り

ま
す
。

｜

函
ｌ

高

休
日
・
夜
間
の
急
病

は
、
ま
ず
「
か
か
り

つ
け
の
医
者
」
へ

「
熱
は
上
が
る
し
、
医
者
は
休
み
」

「
た
だ
オ
ロ
オ
ロ
」
と
い
っ
た
経
験

は
、
だ
れ
も
が
一
度
や
二
度
は
あ
る

で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
と
き
、
頼
り

に
な
る
の
が
『
か
か
り
つ
け
の
医
者
』

で
す
。
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
、
ま
ず

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
以
上
に
、
あ
な
た
の
健
康

状
態
を
知
っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん
を

つ
く
る
よ
う
、
普
段
か
ら
心
が
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
休
日
緊
急
当
直
制

　
岡
崎
市
で
は
、
輪
番
制
で
休
日
緊

急
当
直
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
診
療
時
間
　
午
前
九
時
―
‘
十
二
時

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
？
六
時

　
該
当
病
院
↓
診
療
所
は
、
・
市
政
だ

よ
り
の
十
五
日
号
や
当
日
の
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
急
病
に

備
え
て
常
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

救
急
車
の

　
乱
用
は
さ
け
よ
う

○
救
急
車
は
数
が
少
な
く
、
毎
日
忙

　
し
く
働
い
て
い
ま
す
。
急
ぐ
病
気

　
や
ケ
ガ
で
な
い
の
に
「
タ
ク
シ
ー

　
を
呼
ん
で
も
な
か
な
か
来
な
い
か

　
ら
」
と
安
易
な
気
持
で
救
急
車
を

　
呼
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
大
事
故
が
起
き
て
も
、
そ
の
方
へ

　
行
け
な
く
な
り
ま
す
。

○
救
急
車
の
安
易
な
使
用
に
は
、
病

　
院
や
診
療
所
も
困
り
ま
す
。
連
絡

　
を
受
け
る
と
、
他
の
忠
者
か
待
た

　
せ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

　
救
急
車
は
、
非
常
に
た
い
せ
つ
な

　
任
務
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

　
て
、
一
一
九
番
に
電
話
す
る
と
き

　
は
、
良
識
を
も
っ
て
、
し
か
し
緊

　
急
の
場
合
は
遠
慮
せ
ず
に
…
…
。

岡
崎
保
健
所
（
電
二
二
－
二
五
〇
こ

　
●

国
民
健
康
保
険
の

　
　
異
動
届
出
は
十
四
日
以
内
に

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格

の
異
動
に
関
す
る
届
出
は
、
十
四
日

以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
保
険
料
の

計
算
や
、
医
療
費
等
の
支
給
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
問
題
が
起
き
ま
す
の
で
、

52年度畜犬登録と春の狂犬病予防注射(第2次)

　昭和52年度畜犬登録と春の狂犬病予防注射を受けなかった犬のために，

次の日程により第2次を行いますから忘れずにお出かけください。

　受ける犬　52年度の登録と春の狂犬病予防注射を受けなかった生後91日

以上の犬全部

　料　　金　登録料…１頭につき300円　注射料…１頭につき750円

　なお，日程表の会場で都合の悪いかたは，開業獣医師のところで注射を

受けてください。

　　日程表　　（第2次）　　　　　（保健課衛生係・fa23－6186）

国
保
の
資
格
取
得
、
資
格
喪
失
等
異

動
の
届
出
は
、
必
ず
十
四
日
以
内
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
保
健
課
国
保
係
（

電
二
三
ト
六
一
六
七
）
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

月a
午　flfr （io時～nil*） ＼ 幔（時30分～2時30分）

会　　　　　　　場
予定頭数
^　　　4ﾄ昌鸚-獣医師

５月９日⑧ 岩津町 岩　津　支　所
2B
梅園町 梅園小学校L不18

土　井

５月10日＠ 下青野町 六ツ美市民センター 　　　15‾加‾‾薯‾
六名町 六名小学校に岩一一jト

５月ll日固 伊賀新町 母子老人｢呆健センター
　　　　12
‾王‾‾jt‾

大平町 が＼^mり―晋

５月12日宙 鴨田町 葵晨協大樹寺支所
u
A- /≪-nrr 矢作農協石　R?

石　Jl ｜/ゝII J

５月13日R 美合町 平地中公民館 Ｊバド　･T 南部公会堂万『一一1;-
５月16日酋 本宿町 本宿連絡所 24 心^ Ⅲ？ 愛宕小学校一王一一J卜

石　;i
(/ M "I

5月17口収 福岡町 禍　岡　会　館 Ｊ『４Ｊむ皿 岡崎保健所べＦ一一30



12 －
-

回
第
四
回
岡
崎
市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
回

　
主
催
　
岡
崎
市
教
育
委
員
会
・
岡

崎
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
委
員
会
・

岡
崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議
会

　
主
管
　
岡
埼
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
委
員
会

　
期
日
　
五
月
二
十
九
日
（
日
）
小

雨
決
行

　
集
合
場
所
　
欠
町
、
東
公
園
内
芝

生
広
場

　
受
け
付
け
時
間
　
午
前
八
時
一
二
十

分
～
ト
時

　
．
競
技
形
式
　
「
グ
ル
ー
プ
」
及
び

々ラス メ　ン　パ　ー　桐　成 距離 競ik力法

個

人

- 青　　年
！1由し･』下の馬ヱ 7ka

岡膠力式

壮　　年 35盗Lilﾆの男子

女　　子 小巾高牛をのぞく女子

高校男子 高峻男子

高校女子 ゛校な一子

小中学生男子 小巾幸生丿了

小中学生女子 小巾ip牛女一子

グ

ル

１

プ

一般男子の部 小・中・鳥i･のぞく男子　　　　2 人～5八

仙少OI.

方　式

一般女子の部 小・巾・高i･のそ･く女了　　　　２人～５人

一鰻男女の部 小・巾■高をの４くﾘrな　　　　２人－5 へ

鳥校生の部 高校牛のみ　　　　　　　２人~-5A

小中学上の部 小巾幸牛のみ　　　　　　　２人-5人

拿族の部 H歳U下の児童又は5(i成以上の者を汚む２人～５人

「
個
人
」
と
も
に
「
ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ
」

　
参
加
資
格
　
岡
崎
市
内
に
在
住
又

は
在
勤
、
在
学
す
る
か
た

　
参
加
料

'/ II, ープ 個　人 クラス

ルそ

｜の
ッ『咆

　の
　ノ

〕

｜の

人そ
- i/-)
　　池

　　一
　　一

づ
参

li＼＼

劣

叫

|'
円

　　｜

ﾄI'l
帛

小

内

参

'Jl|

卜ムレム
=j一
石
円

ペ

ニスi

　
携
行
品
　
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
蝿
食
、

水
筒
、
身
軽
な
服
装
（
艮
そ
で
シ
ャ

ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
）

　
申
し
込
み
方
法
　
ハ

ガ
キ
に
参
加
ク
ラ
ス
、

氏
名
、
年
令
、
性
別
、

住
所
を
記
人
し
、
左
記

へ
お
申
し
込
み
の
う
え
、

前
記
の
集
合
場
所
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
（
学

校
、
事
業
所
等
で
多
数

と
な
る
場
合
は
、
一
括

申
込
書
で
も
よ
ろ
し
い
）

〒
四
四
四
　
六
名
町
馬

畷
二
五
番
地
　
岡
崎
市

体
育
館
内
・
体
育
課
Ｏ

Ｌ
係
（
電
五
三
－
一
八

　
一
　
コ

　
申
し
込
み
締
め
切
り
　
五
月
二
十

一
日
（
土
）

　
そ
の
他
　
エ
ヲ
ノ
パ
ス
は
一
個
に

つ
き
五
十
円
で
貸
し
出
し
ま
寸
。
②

当
日
雨
天
等
の
場
合
は
、
午
前
七
時

三
十
分
に
実
施
の
有
無
を
決
定
し
ま

す
か
ら
、
前
記
の
申
し
込
み
場
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
⑧
当
‐

実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
六
月
五
日

　
（
‐
）
に
延
期
し
ま
す
。
④
参
加
者

の
不
注
意
か
ら
生
じ
た
け
が
、
損
失
、

損
害
等
に
つ
い
て
、
主
催
者
は
い
っ

さ
い
の
責
任
を
も
ち
ま
せ
ん
。

　
※
交
通
案
内
　
名
鉄
バ
ス
利
川
者

は
、
束
岡
崎
発
、
美
合
・
桑
谷
・
小

美
・
桜
形
・
夏
山
行
き
に
乗
車
し
、

束
公
園
口
で
下
車
、
徒
歩
約
ト
分
。

岡
崎
市
『
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
祭
』

　
　
　
市
民
生
活
と
身
近
な
農
業

　
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
農
業
青
少
年
組
織
）

で
は
、
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
祭

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
五
月
十
四
目
（
土
）
午
前

十
時
～
午
後
三
時

　
会
場
　
篭
田
公
園

　
主
な
催
し
物

◇
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
の
広
場
↓
ク

ラ
ブ
員
が
、
日
頃
大
切
に
育
て
て
い

る
乳
牛
、
豚
、
鶏
だ
ち
と
遊
び
ま
し

１
つ
。
チ
ビ
ッ
コ
集
ま
れ
／

◇
花
き
相
談
コ
ー
ナ
ー
↓
‐
‥
頃
、
花

の
于
人
、
花
の
川
殖
の
方
法
な
ど
、

花
の
管
理
に
お
困
り
の
か
た
に
、
懇

切
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

◇
農
産
物
即
売
（
市
価
の
一
犬
二
割

引
）
↓
野
菜
〈
い
ち
ご
、
な
す
、
き

ゅ
う
り
、
ね
ぎ
〉
花
〈
き
く
〉
観
葉

植
物
〈
鉢
植
え
〉
畜
産
物
〈
卵
〉

危
険
物
取
扱
者
試
験
が

　
　
　
　
　
行
な
わ
れ
ま
す

　
試
験
日
　
六
月
十
二
目
（
日
）
　
　
　
一
の
二
、
西
一
二
河
事
務
所
総
務
課

　
試
験
の
種
類
　
○
甲
種
危
険
物
収
　
　
　
願
書
受
け
付
け
期
間
　
五
月
十
一

扱
者
○
乙
種
危
険
物
取
扱
者
（
全
類
）
　
　
日
（
水
）
か
ら
十
一
二
日
（
金
）
ま
で

○
丙
種
危
険
物
取
扱
者

　
受
験
に
必
要
な
も
の
　
○
受
験
願

書
○
写
真
（
一
二
枚
）
○
受
験
手
数
料

　
（
甲
種
一
二
千
円
・
乙
種
二
千
円
・
丙

種
千
六
百
円
）

　
願
書
提
出
先
　
○
甲
種
及
び
乙
種

（
第
四
類
以
外
の
類
）
・
：
名
古
屋
市
中

区
三
の
丸
三
丁
目
一
番
二
号
、
愛
知

県
総
務
部
消
防
防
災
課
○
乙
種
第
四

類
及
び
丙
種
・
：
岡
崎
市
明
大
寺
本
町

　
　
　
　
●

　
講
習
会
　
五
月
二
十
四
日
（
火
）

明
大
寺
町
、
商
工
会
議
所
（
県
主
催
）

五
月
二
十
七
日
（
金
）
六
供
町
、
甲

山
会
館
（
市
主
催
）

　
そ
の
他
　
願
書
は
、
消
防
本
部
予

防
課
及
び
各
分
署
、
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

消
防
本
部
予
防
課
（
電
二
Ｉ
Ｉ
五
一

五
二
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



か　ざ　き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

屋
外
広
告
物
の
規
制
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
県
土
の
美
観
の
維
持
を
目
的
と
し

て
、
屋
外
広
告
物
の
規
制
区
域
が
拡

お
　
大
さ
れ
ま
し
た
Ｉ
従
来
は
ヽ
私
鉄
沿

　
　
線
の
屋
外
広
告
物
規
制
は
、
本
線
の

市政だより13－　昭和52年５月１日
-

み
規
制
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

回
私
鉄
支
線
全
線
が
規
制
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
多
線

が
五
十
二
年
三
月
二
口
か
ら
、
次
の

よ
う
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

＠
禁
　
止
　
区
　
域

①
上
和
田
町
地
内
、
日
本
国
有
鉄
道

東
海
道
本
線
と
、
同
岡
多
線
と
の
分

岐
点
か
ら
中
岡
崎
町
地
内
、
名
古
屋

鉄
道
名
古
屋
本
線
と
の
交
差
点
ま
で

の
、
路
端
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
未
満
ま

で
の
区
域
。

②
葵
町
地
内
、
県
道
名
古
屋
岡
崎
線

と
の
交
差
点
か
ら
、
豊
田
市
豊
栄
町

四
丁
目
地
内
、
市
道
藤
薮
宗
心
洞
線

と
の
交
差
点
ま
で
の
、
路
端
か
ら
百

メ
ー
ト
ル
未
満
ま
で
の
区
域
。

（
…
）
許
　
可
　
区
　
域

①
上
和
田
町
地
内
、
日
本
国
有
鉄
道

東
海
逆
本
線
と
、
同
岡
多
線
と
の
分

岐
点
か
ら
巾
岡
崎
町
地
内
、
名
古
屋

^u^

鉄
道
名
古
屋
本
線
と
の
交
差
点
ま
で

の
、
路
端
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
、

千
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域
。

②
中
岡
崎
町
地
内
、
名
古
屋
鉄
道
名

古
屋
本
線
と
の
交
差
点
か
ら
、
葵
町

地
内
、
県
逆
名
古
屋
岡
崎
線
と
の
交

差
点
ま
で
の
、
路
端
か
ら
千
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
区
域
。

②
葵
町
地
内
、
県
道
名
古
屋
岡
崎
線

と
の
交
差
点
か
ら
、
豊
田
市
豊
栄
町

四
丁
目
地
内
、
市
道
藤
薮
宗
心
洞
線

と
の
交
差
点
ま
で
の
、
路
端
か
ら
百

メ
ー
ト
ル
以
上
、
千
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
区
域
。

凡　例

圖 簾止区城

曰 許可区域

H S1漂;優i'j

悩K

　
▼
し
た
が
っ
て
、
新
ら

し
く
規
制
さ
れ
た
許
可
区

域
に
広
告
物
を
提
出
す
る

場
合
は
、
市
長
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
無
指
定
で
あ
り
、

今
度
新
し
く
許
可
区
域
に

規
制
さ
れ
た
区
域
内
に
提

出
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
も
、
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
開
発
部
部

市
計
画
課
庶
務
係
（
電
二

三
－
六
二
八
四
）
ま
た
は
、

西
三
河
事
務
所
総
務
課
総

務
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
・
・
●
●
●
●

”
走
る
県
政
教
室
″

　
　
・
・
●
●
●
●
参
加
者
募
集

　
愛
知
県
で
は
、
皆
さ
ん
に
県
政
を

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
観

光
バ
ス
に
よ
る
「
走
る
県
政
教
室
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
六
月
は
、
”
水
道
週
間
”
に
ち
な

み
、
水
に
関
連
す
る
施
設
の
兄
学
を

中
心
に
実
施
さ
れ
、
岡
崎
市
か
ら
出

発
す
る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
応
募
く
だ
さ
い
。

　
日
　
　
．

前
九
時
四
・

　
出
発
場
一

所十時

　
募
集
人
員

　
費
　
　
用

　
見
学
施
設

セ
ン
タ
ー

　
六
月
七
日
（
火
）
午

分
～
午
後
四
時
二
十
分

　
県
西
一
二
河
事
務
所

　
百
名

　
無
料

　
豊
田
浄
水
場
、
緑
化

　
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
十

八
歳
以
上
の
か
た
で
、
二
名
ま
で
一

緒
に
中
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
「
岡
崎
発

コ
ー
ス
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

・
年
令
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
期
限
　
五
月
二
十
四
日

　
（
火
）
当
日
の
消
印
有
効

　
申
し
込
み
先
　
愛
知
県
広
聴
課
走

る
県
政
教
室
係
・
〒
四
六
〇
名
古
屋

市
中
区
一
二
の
丸
三
丁
目
一
の
二
（
電

○
五
二
－
九
六
一
－
二
一
一
一
内
線

二
〇
四
三
～
五
）

　
愛
知
県
西
三
河
事
務
所
”
県
民
相

談
コ
ー
ナ
ー
”
　
・
〒
四
四
四
岡
崎
市

明
大
寺
本
町
一
の
四
（
電
二
三
－
一

二
一
二

　
参
加
者
決
定
　
募
集
人
貝
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、
全

員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
保
留
地
予
定
地
の
一

　
　
部
を
申
し
込
み
に
よ

　
　
り
処
分
し
ま
す

　
処
分
地
　
中
部
土
地
区
画
整
理
事

業
第
二
工
区
地
域
内
（
現
地
に
表
示

し
て
あ
り
ま
す
）

　
処
分
方
法
　
先
着
買
受
申
し
込
み

に
よ
り
随
意
契
約

　
申
し
込
み
方
法
　
開
発
部
区
画
整

理
課
庶
務
係
へ
中
し
込
み
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市

開
発
部
区
画
整
理
課
庶
務
係
（
電
二

三
－
六
二
六
五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



計量器の定期検査を受けてください

-

　取り引き、証明等に使用する計量器（はかりのみ）の定期検査を行いますから、よく手入

れをして、必ず検査を受けてください。

14－

(商工課商工計量係・電23-6219)

実施期日 時　　　　閻 検　査　場　所 実施期日 時　　　　間 検　査　場　所

５月９日側
午前９時30分～午前Ｕ時 宮石町宮島鎮方倉庫 ５月17日脚 午後１時30分～午後３時 舞木町市役所東部支所

午後１時30分～午後3li# 川向町川向町公民館
l&日團

午前９時30分～午前11時 桑谷町市役所竜谷連絡所

10日脚
午前９時30分～午HfJll時細川町市立細川小学校 午後1時30分～午後３時 本宿町市役所本宿連絡所

午麦111孝30分～　　　　　´Ff兪2 n十30分
奥殿町葵農協奥殿出張所

19日印
午前９時30分～午前ｎ時 上衣文町謂　信　寺

11日困 午前９時30分～午後３時 岩津町岩津市民センター 午後1時30分～午後３時 宇頭町宇頭町公民館

12日困

13日吻

午前９時30分～午後3時

午前9時30分～午後３時

鴨田町葵　農　協

　　　　大樹寺支所

20日吻 午前9時30分～午後３時 橋目町矢作農協長瀬支m

21日剛 午|jf]9時30分～午前ll時大和町矢作農協牧内支所

u[ti.-)午前９時30分～午前11時 滝町葵農協附磐支所 23日㈲

24日脚

午前9 時30分～午後３時

午前９時30分～午後３時
矢作町矢作三区公会堂

16日卸
午前９時30分～午前11時 秦梨町市立秦梨小学校

午後１時30分～午後３時 生平町生平町公民館 25日俐

26日困

午前9時30分～午後３時

午前９時30分～午後３時
福岡町岡崎市福岡会館

17日脚 午前９時30分～午前11時 藤川町市役所藤川連絡所

０５月の商工相談ご案内
　商工業者のみなさんの経営上の諸問題を解消していただくため、次のとおり各種相談に応じており

ますので、どうぞお気軽にご利用ください。

巡回商工相談

日　　　　　　　時 場　　　　所 相談内容 担　当　者

５月12日(木)
午前９叶30分～正午市役所藤川連絡所 経営・金融相談

岡崎市商工課職員

岡崎商工会議所

経営指導員

午後１時　～A時 市役所一本宿連絡所経営・金融相談

５月260(木）
午前９時30分～正午瞬忿 警丿咽^”茫 経営・金融相談

午後１時　～4時 矢作農協会館 経営・金融相談

岡　　崎 市

相談名 担　　　　当 目　　　　時 場　　　　　　所

税　務 岡崎税理士会所属税理士 旬月第2木川口

　(5川ii2「Iです）
　午後l時～４心

１階市民相談室・電23－6492

経　営 中小企業診断士回訓 巡回または3階商工課　　　　　　　　　電23－6212

金　融 商　工　課　職　員
征　　日（休剛詣,く）
午fiiJ8 徊o分～刊八時
　（」烏山は正午まで）

３階商工課・電23－6215

岡崎商工会議所

相談名 担　　　　　　　当 日　　　　　　　　時 場　所

税　務 税理士林明良、遠山英雄、太田賢太郎
10日｀17日, 24昇単31品

岡　　崎

商工会議所

電53－6161

法　律 弁護士　内　田　慶　次 ２日、16日　各午前10時～午後４時

金　融 会議所､中小公庫､商工中金各職員里訟ぷ誓ふｘま吉兆濫想M刄、鹿Jﾆ

発　明 弁理士　佐伯一郎、大矢須和夫 13日、20日　各午後１時～　５時

商店経営 中小企業診断士田辺征中 18P　　　　午後１時～　５時

経　営 中小企業診断士中　村　豊 6l-l　　　　午後１時～　５時

労　務 本所相談所長牧　野　修　之 ７口、21I」　各午前９時～　正午

下請斡旋 愛知県下請企業振興協会 101.1　　　　午前10時～午後４時
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■^^S;-^如が個が個個個伊伊が球妙辞が球がががががが伊個がが

　　⑥⑧の市民相談室-゜

△一電23－6492

　市や県・国などの行政についての苦情・要望・問い合わせ、

日常生活でお困りの問題についての相談、交通事故相談、高齢

者職業相談は毎日行っております。

|｣相談

心配ごと・人権相談

　e　時　５月11日・24日、午後

　　　　　１時～４時

　相談員　人権擁護委貝（伊藤義

　　　　　郎、竹内忠光、大久保

　　　　　定、小柳次雄）、名古

　　　　　屋法務局岡崎支局職員

困りごと・行政相談

　日　時　５月11［l・2513、午後

　　　　　１時～４時

　相談員　行政相談委口（三浦重

　　　　　一、小野坂雄4岩附善

　　　　　吉、加藤平三）

(予約制)

　５月２日・９日・16日

　・23ロ、午後１時～４

時

　相談員　名古屋弁護士会岡崎支

　　　　　部弁護士

住宅金融公庫融資相談

　日　時　５月12日・27日、午後

　　　　　１時～４時

のご
ｰ
相談員

税 金

日

案内

住宅金融公庫名古屋支

所住宅相談貝

相談

時　５月12日、午後i時～

　　４時

　相談員　岡崎税理士会会員

登記相談

　日　時　５月12日、午後l時～

　　　　　４時

　相談員　司法書士会、土地家屋

　　　　　調査士会岡崎支部会員

相
時
築
日
建 談

　５月12ロ、午後i時～

　４時

　相談員　建築士会岡崎支部会員

測量設計相談

　日　時　５月18日、午後１時～

　　　　　４時

　相談員　愛知隔則址設計業協会

　　　　　会員

※市民相談室は、市役所正面玄関を入り左側です。

※法律相談など重要な相談では、契約書など資料をご持参ください。

※相談は無料・秘密です。
φがががががφ が1･がががががががががががφ.β球がががφ

つ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た

ら
、
い
つ
で
も

ご
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
ご

遠
慮
な
く
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
口

答
、
電
話
ま
た

は
手
紙
、
い
ず

れ
で
も
結
構
で

す
が
、
内
容
は

な
る
ぺ
く
具
体

的
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
委

員
に
相
談
さ
れ

た
こ
と
で
、
地

元
で
解
決
で
き

な
い
も
の
は
、

中
部
管
区
行
政

行政相談委員

氏　名 住　　所 電話番号

岩附善吉）旨見通ｌＴ目33 22－1207

小野坂雄 合歓木町字下郷問53－2 43－2350

加藤平三 明大寺字中新切20 51－0241

杉浦鉦典 両町２丁目61 24－0291

原嶋亮二 六供町4丁目60 21－0959

ｌ
Ｊ
か
罵
ｉ
Ｊ
ａ
ａ
忿
苓
吃
ｆ
　
い
て
、

　
　
　
　
　
　
’

″
　
満
あ
’

る
い
は
困

不
平
不

　市政だより　　お　か　ざ　き

岡崎墓園のことは

　やすらぎ公園管理事務所へ

(湿囃　4
6-3 2 6 0)

　才栗町にある岡崎墓園の入口に、や

すらぎ公園管理事務所が完成しました。

　緑にかこまれた、静かなやすらぎの

地・岡崎墓園の利用受け付け等の事務

を、4 IJ 1川から行っております。

７７可舞回『

　

　
昭
和
五
十
二
・
五
十
三
年
度
の
行
　
て
い
ま
す
。

政
相
談
委
貝
と
し
て
、
次
の
か
た
が
　
　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
な

行
政
竹
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
　
か
で
、
国
の
行
政
（
た
と
え
ば
、
恩

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
、
年
金
、
登
記
、
国
税
、
保
険
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
民
の
行
政
　
生
活
保
護
、
教
育
、
農
地
、
郵
便
。

に
関
す
る
苦
情
の
解
決
の
促
進
を
は
　
道
路
、
交
通
、
公
営
住
宅
、
河
川
、

か
る
た
め
、
行
政
相
談
委
員
法
に
も
　
環
境
衛
生
、
公
害
等
）
や
、
公
社
、

と
づ
い
て
、
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
　
公
団
、
公
庫
等
の
役
所
の
仕
事
に
つ

監
察
局
へ
ま
わ
さ
れ
ま
す
。
局
で
は

関
係
の
役
所
に
た
い
し
、
皆
さ
ん
の

苫
情
等
を
つ
た
え
、
納
得
の
ゆ
く
解

決
を
は
か
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
相
談
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
生
活
を

明
る
く
す
る
た
め
、
お
気
軽
に
行
政

相
談
委
員
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
岡
崎
市
で
は
、
市
民
相
談
室
に
お

い
て
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
（
午

後
一
時
？
四
時
）
、
行
政
相
談
委
員

が
定
例
相
談
を
開
設
し
て
お
り
ま
す

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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第
二
次
交
通
安
全
計
画
を
策
定

　
岡
崎
市
交
通
安
全
対
策
会
議
は
、

交
通
安
全
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

第
二
次
岡
崎
市
交
通
安
全
計
画
（
五

十
一
年
ト
五
十
五
年
度
）
を
策
定
し

ま
し
た
。
岡
崎
市
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
傷
者
数
は
、
昭
和
四
十
二
年
を

ピ
ー
ク
に
し
て
、
年
々
着
々
と
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
年
間
約
千
五

百
人
の
死
傷
者
が
生
じ
る
こ
と
は
、

大
き
な
社
会
問
題
で
す
。
交
通
事
故

は
「
人
」
、
「
車
」
、
「
道
」
の
一
二

つ
の
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て

発
生
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
ど

の
よ
う
に
改
善
す
ぺ
き
か
究
明
し
、

対
策
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

^］

　
計
画
の
構
想

一
、
人
間
尊
重
の
見
地
か
ら
交
通
安

全
施
設
の
整
備
充
実
、
道
路
は
市
民

の
財
産
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
道

路
使
用
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

二
、
歩
行
者
、
運
転
者
の
而
か
ら
の

対
策
と
し
て
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て

交
通
安
全
教
育
を
徹
底
し
ま
す
。

一
二
、
車
両
の
安
全
性
の
面
か
ら
の
対

策
と
し
て
は
、
車
両
の
点
検
の
徹
底
、

検
査
施
設
の
充
実
を
図
り
、
さ
ら
に

交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
策

と
し
て
、
救
急
体
制
、
医
療
施
設
、

交
通
事
故
相
談
、
市
民
交
通
傷
害
保

険
等
、
必
要
な
救
済
措
置
に
万
全
を

つ
く
す
よ
う
努
力
し
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
岡
崎
市
育
英
会
学
生
寮

　
　
　
　
入
寮
生
″
再
苔
ｙ
集
″

　
岡
崎
市
育
英
会
学
生
寮
の
入
寮
生

を
、
次
に
よ
り
再
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
（
一
年
生
に
限
り
ま
せ

①ん
　Ｊ

東
京
学
生
寮

一

名

　
所
在
地
　
千
葉
県
市
川
市
南
八
幡

　
　
　
　
一
丁
目
二
十
一
の
五

②
京
都
学
生
寮
　
　
　
七
名

　
所
在
地
　
京
都
府
長
岡
京
市
開
田

　
　
　
　
四
丁
目
十
六
の
二

　
応
募
資
格

①
岡
崎
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る

か
た
の
子
弟
（
女
子
を
除
く
）
で
、
　
　
　
千
円

東
京
・
京
都
及
び
そ
の
近
郊
の
大
　
②
食
費
…
実
費

③②
学
（
大
学
院
を
除
く
）
に
在
学
し

て
い
る
か
た
。

　
健
康
で
品
行
方
正
で
あ
る
か
た
。

・
　
寮
費
等
の
支
払
い
の
で
き
る
か

た
。

④
市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計

　
を
営
む
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
か

　
た
。

　
納
め
て
い
た
だ
く
額

①
寮
費
、
光
熱
水
費
等
・
：
月
額
九

｜

　
募
集
期
間
　
五
月
二
日
（
月
）
～

十
四
日
（
土
）
。
受
け
付
け
は
、
日

曜
日
・
祝
日
を
除
き
、
毎
日
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
し
、

土
曜
日
は
、
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

で
す
。

　
申
請
用
紙
の
交
付
　
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
学
事
係
で
交
付
い
た
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
二
三

－
六
四
二
五
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
か
ん
が
い
用
水
路
の

　
危
険
防
止
に
つ
い
て

り
乙

　
か
ん
が
い
用
水
路
の
危
険
防
止
に

つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
か

ん
が
い
期
に
な
り
農
業
用
水
路
の
通

水
が
始
ま
り
ま
す
。

　
子
供
の
水
難
事
故
に
は
特
に
注
意

し
、
水
路
付
近
で
遊
ば
な
い
よ
う
危

険
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
路
に
ゴ
ミ
や
土
石
を
投

棄
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
●

　
昭
和
五
十
二
年
度
労
働
保
険

　
　
年
度
更
新
に
か
か
る

　
　
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

　
本
年
は
、
五
月
十
六
日
（
月
）
が

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
の
法
定
期

限
で
す
。
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
か

た
は
、
至
急
労
働
基
準
監
督
署
又
は

最
寄
り
の
金
融
機
関
へ
申
告
・
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
病
院
医
師
公
舎
建
設

　
　
　
　
　
　
と

　
　
最
新
医
療
機
械
の
購
入

　
市
立
岡
崎
病
院
で
は
、
整
術
計
画

に
基
づ
き
、
年
金
禎
立
金
の
還
元
融

資
を
受
け
、
病
院
医
師
公
舎
の
建
設

工
事
及
び
最
新
医
寮
機
械
（
内
視
鏡

等
）
の
購
入
を
と
り
す
す
め
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
程
完
了
い
た
し
、
高

度
医
療
の
充
実
に
よ
り
地
域
住
民
の

健
康
の
保
持
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

　
（
写
真
は
病
院
医
師
公
舎
）
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図書館だより○ＯＯＯ

５　月

★読書会　０４日、午前10時

○「募麻の家」萩原葉子著　★お

はなしと紙しばいの会　○毎週木

曜日、午後３時30分　★休館日

○定期休館日→２日・９日・16日・

23日・30日Ｏ国民の祝口→3 IJ・

５日○館内整理休館日→20日

○館内整理休館日→20日

　図書館では、次のとおり各講座

の会員を募集しますので、ご希望

のかたはお申し込みください。

　講座内容

電線にご注意／

鯉のぼりやテレビアンテナを

立てるとき近くの電線にふれ

思わぬ感電事故となることが

あります．

電線に十分ご注意ください．

謳政
參***■≪中部司力
　　　　　一一一-

　　　　　　　　　　　　　　　貝崎偉業所

一心聊AV朗圃喰Ｗ

こ：乱

単ＶＡＷＡΞ

ｉ

講座名 歴史を学ぶ会 子どもの本を読む会 源氏物語を読む会

開催日時

毎月

第４　土川口

午後２時～4時

毎月

第2土曜日

午後２時～4 時

毎月

第4金唯日

午前10叶～12時

mm場所 市立図書館　３階会議室

指導者

岡崎高等学校教諭

斎藤嘉彦氏

　　　　　他

井田小学校教諭

伊保田静夫氏

愛知教育大教授

樋口芳磨呂氏

募集対象

人　員

市内在住の18歳以上

のかた

　　　　　60 名

市内在住の小学校

低学年（親子１組）

　　　　　25組

市内在住のi&歳以上

のかた

　　　　　60名

受講料

if'ｷｽﾞﾄ代判
年額500円 無　　料 年額2,000円

巾し込み

受け付け

５月８日（日）

午前９時

５月１日(H)

午前９時

５月10日(火)

午till 9畔

中し込み

方　法

図書館備えつけの川紙で、直接申し込んでください、

なお、定員になり次第締め切ります。

講座内容

○三河地方の原始

・古代

Ｏ岡崎市内の建造物

ｏ古瓦について

○語りものの世界

○三河の旗本

○山家樵談の世界

子どもの本を幅広く

選び、読ませていろ

いろな知識を身につ

け、読後感を語り合

う。

一般初心者のかたを

対象に行いますので、

初めて古典を学んで

みようと思われるか

た、今一度古典のも

つ魅力にふれてみた

いかたはお申し込み

ください。

くわしいことは、図書館（（奮51－2251）へお尋ねください。

美術館の催し物案内　　回白虹会展　18日~22日　◇
５　月 三河学童ペン展　20日～22日

◇第５回岡崎市民美術展　31

日～６月５口

■入場無料　■開館時間…午

前io時～午後6時

市政だより　　お　か　ざ　き

　５月３日は、憲法記念日です。

　憲法が制定公布されてから30年に

なります。この問、憲法の理念であ

る民主主義が次第に私たち国民の日

常における考え方や生活行動の中に

定着しつつあるように思われます。

しかし、まだ一部では、自己の権利

だけを主張したり、自分たちの欲得

のために法を曲げようとしたりする

動きがみられます。

　法は不正や暴力、あるいは不当な●

崖力の行使などが通用することのな

いように各個人を侵害から守り、裁

判所は法を維持する役割りを果して

います。私たちは、わが国が平和で

文化的な柵祉国家となり、国民の基

本的人権が常に保障されるよう、そ

の実現に努力しましょう。

四ヅド
◇ペン字と毛筆検定試験◇

●･試験日　6月19日（日）

　○ベン字～午前io時3O分

　○毛筆　～午後１時30分

ト試験地　市立岡崎高等学院

･･試験科目　実技と理論

S･受験資格　学歴・年齢・性別など

　制限はありません。

S･受験手続　市立岡崎高等学院に用

　意してある受験願書で　5 月30日

　（月）までに中し込んでください。

卜申し込み・問い合わせ先

　④市立岡崎高等学院（伊賀町字西

　郷中104 ・電22－6985）

　○岡崎市削く婦人会館（伊賀町峠

　41・電23－2963）

ト主催　日本書写技能検定協会、岡

　崎市教育委員会

◇第13回美協展　３日まで

◇私たちの作品展　6ロ～10

日　12日～15日　◇らくがき

教室展　18日～22日　◇第６
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岡崎市の人口

昭和52年4 H 1目現改、住民基本

台帳と外国人登録人目による　　

）

　　　　　　　　　　　　前川ﾋ

16人減

89人増

73人増

74 lit帯減

　男　119,521人

　女　122,134人

　訓f 241,655人

世帯数　70,463 [It帯
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そ
の
指
導
者
。
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あ
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以
上
の
少
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体
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そ
の
指
導
者
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そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
少
年
以
外
の
者
。
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書
を
提
出
し
て
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
t
)

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
少
年
白
然
の

　
家
（
電
四
ヒ
ー
こ
二
五
七
）
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[麺戸]||･K
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｀5肌4日（土）、15日(I（)

　　　午前9 時から乍後4時までっ
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